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第20回理事会

会員署名が46％に到達
年明け通常国会に最終提出

　

協
会
の
第
20
回
理
事
会
が

12
月
13
日
に
開
か
れ
、
社
会

保
障
費
削
減
を
止
め
さ
せ
、

診
療
報
酬
を
改
善
す
る
取
り

組
み
、
橋
下
「
維
新
」・
大

阪
府
政
対
策
、
総
会
・
評
議

員
会
の
準
備
な
ど
を
議
題
に

討
論
し
た
。

　

社
会
保
障
費
削
減
を
止
め

さ
せ
る
取
り
組
み
で
は
、
会

員
の
５
割
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
き
た
会
員
署
名
が
46
％

に
到
達
し
た
。
署
名
は
12
月

４
日
に
財
務
省
に
提
出
、
12

月
11
日
の
国
会
要
請
で
も
署

名
を
も
っ
て
地
元
選
出
の
衆

参
国
会
議
員
に
要
請
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
年
明
け

に
召
集
さ
れ
る
通
常
国
会
に

も
会
員
署
名
を
使
っ
た
議
員

要
請
を
行
う
。

　

社
会
保
障
削
減
の
流
れ
を

拡
充
す
る
方
向
に
変
え
て
い

く
た
め
、
世
界
と
日
本
の
金

融
・
経
済
の
現
状
と
不
況
打

開
の
方
策
と
展
望
を
学
ぶ
会

員
学
習
会
を
２
０
０
９
年
２

月
21
日
、
22
日
に
開
く
こ
と

に
し
、
経
済
学
者
の
講
演
、

混
合
診
療
、
指
導
、
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
問
題
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め

た
。
１
日
目
は
映
画
「
シ
ッ

コ
」
の
上
映
会
と
交
流
懇
親

会
に
す
る
。

　

２
０
１
０
年
の
診
療
報
酬

改
定
に
む
け
て
、
保
団
連
は

09
年
６
月
に
歯
科
の
改
善
要

求
を
と
り
ま
と
め
る
。
大
阪

歯
科
協
会
で
は
社
保
研
究
部

で
検
討
の
う
え
、
案
を
ま
と

め
て
保
団
連
に
提
出
す
る
こ

と
に
し
た
。
審
査
の
地
域
格

差
を
問
題
に
し
た
『
読
売
ウ

イ
ー
ク
リ
ー
』
に
は
、
抗
議

と
懇
談
を
求
め
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

改
悪
を
ね
ら
う
橋
下
府
政
に

対
し
て
は
、
府
民
施
策
を
切

り
捨
て
て
開
発
温
存
の
財
政

再
建
計
画
を
見
直
し
、
医
療

・
福
祉
な
ど
府
民
生
活
に
重

点
を
お
い
た
施
策
を
求
め

て
、
12
月
18
日
に
府
と
交
渉

を
準
備
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

総
会
・
評
議
員
会
準
備
で

は
、
大
阪
市
内
地
区
組
織
を

現
行
の
５
地
区
か
ら
４
地
区

に
再
編
成
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
地
区
活
動
を
支
え
る
援

助
金
の
均
等
化
を
図
る
と
と

を
出
し
合
い
、
交
流
し
た
。

　

話
題
提
供
で
佐
飛
淳
一
氏

（
税
理
士
）
は
、
①
経
営
理

念
②
人
・
物
・
金
の
把
握
③

医
療
制
度
改
善
運
動
の
重
要

性
を
最
初
に
述
べ
、
患
者
が

や
っ
て
く
る
時
代
か
ら
来
て

も
ら
う
時
代
に
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、生
活
格
差
の
拡
大
、

歯
科
医
院
の
２
極
分
化
と
い

う
状
況
を
話
し
た
。
現
状
把

握
と
経
営
力
ア
ッ
プ
の
指
標

と
し
て
『
経
営
展
望
』
を
用

い
て
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
チ

ェ
ッ
ク
、
可
処
分
所
得
や
院

長
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
つ

か
む
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

懇
談
は
、
①
患
者
は
健
康

で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
、「
痛
い
・
暗
い
・
恐

い
」
か
ら
「
楽
し
い
・
明
る

い
・
心
地
よ
い
」
へ
、
行
動

変
容
を
生
む
ア
プ
ロ
ー
チ
は

し
て
い
る
か
な
ど
、
患
者
の

視
点
で
考
え
る
こ
と
②
ス
タ

ッ
フ
は
や
り
が
い
を
持
っ
て

い
る
か
、
労
働
条
件
・
人
間

関
係
は
ど
う
か
な
ど
の
視
点

③
医
院
理
念
は
ス
タ
ッ
フ
ら

と
共
有
・
共
感
で
き
て
い
る

か
、
そ
の
た
め
に
は
院
長
の

自
己
革
新
が
必
要―

―

と
い

う
経
営
を
考
え
る
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
で
話
し
合
っ
た
。
参

加
者
か
ら
「
ス
タ
ッ
フ
は
評

価
し
て
欲
し
い
、
自
己
実
現

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

「
先
生
か
ら
の
あ
り
が
と
う

の
日
頃
の
言
葉
が
心
の
支
え

に
な
っ
て
い
た
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
他
医
院
の
状
況
や

傾
向
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

し
て
い
る
の
か
、
数
字
の
バ

ラ
ン
ス
、
現
在
税
務
調
査
中

な
ど
、
貴
重
な
疑
問
や
質
問

が
出
さ
れ
た
。

社
と
同
編
集
部
に
対
し
、
不

適
切
な
報
道
へ
の
抗
議
と
訂

正
を
求
め
る
書
面
を
送
付
し

た
（
全
文
別
掲
）。

　

同
時
に
懇
談
を
申
し
入
れ

た
が
、
同
誌
は
長
引
く
部
数

低
迷
な
ど
か
ら
12
月
１
日
を

も
っ
て
事
実
上
の
廃
刊
に
な

り
、
訂
正
す
る
基
盤
も
失
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
編
集
部
と

し
て
の
懇
談
を
避
け
た
。

　

抗
議
文
で
は
触
れ
な
か
っ

た
が
、『
基
金
年
報
』
に
よ

る
と
大
阪
の
１
件
あ
た
り
の

平
均
点
数
は
上
位
か
ら
７
番

目
で
、
ト
ッ
プ
と
は
２
０
４

点
の
開
き
が
あ
る
。「
33
倍

甘
い
」
と
は
あ
ま
り
に
単
純

す
ぎ
る
。
統
計
資
料
が
読
み

こ
な
せ
な
い
浅
薄
な
取
材
力

と
特
集
扱
い
に
す
る
同
誌
の

品
格
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

「
歯
科
診
療
報
酬　

大
阪

は
神
奈
川
よ
り
33
倍
甘
い
」

と
の
見
出
し
で
、『
読
売
ウ

イ
ー
ク
リ
ー
』
11
月
30
日
号

が
報
じ
た
問
題
で
協
会
は
12

月
５
日
、
読
売
新
聞
東
京
本

や
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
強

く
訴
え
た
。

◇　

◆　

◇

（
今
回
の
要
請
先
・
敬
称
略
）

【
面
談
議
員
】（
自
民
・

衆
）
川
条
志
嘉
、
竹
本
直
一

〈
保
団
連
が
面
談
〉、（
共
産

・
衆
）
石
井
郁
子
・
吉
井
英

勝
、（
参
）山
下
芳
生

【
秘
書
対
応
】（
自
民
・
衆
）

井
脇
ノ
ブ
子
・
大
塚
高
司
・

岡
下
信
子
・
北
川
知
克
・
谷

畑
孝
・
中
馬
弘
毅
・
と
か
し

き
な
お
み
・
中
山
太
郎
・
中

山
泰
秀
・
西
野
あ
き
ら
・
原

田
憲
治
・
松
浪
健
四
郎
・
松

浪
健
太
・
柳
本
卓
治
・
矢
野

隆
司
、（
参
）
北
川
イ
ッ
セ
イ

・
谷
川
秀
善
、（
公
明
・
衆
）

池
坊
保
子
・
北
側
一
雄
・
佐

藤
茂
樹
・
谷
口
隆
義
・
田
端

正
広
・
福
島
豊
、（
参
）白
浜

一
良
・
山
下
栄
一
・
山
本
香

苗
、（
民
主･

衆
）長
安
豊･

平

野
博
文･

藤
村
修
、（
参
）梅
村

　

山
下
芳
生
議
員
（
共
産
・

参
）は
、松
原
市
の
公
立
病
院

問
題
を
取
り
上
げ
、「
全
国
で

病
院
が
潰
れ
そ
う
に
な
っ
て

い
る
の
は
医
師
不
足
や
診
療

報
酬
の
引
き
下
げ
の
せ
い
。

国
の
責
任
だ
」と
強
調
し
た
。

　

古
田
氏
は
「
患
者
が
『
年

金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き
さ

れ
、
入
れ
歯
を
入
れ
る
お
金

が
な
く
な
っ
た
』
と
嘆
い
て

い
る
が
、
年
寄
り
イ
ジ
メ
は

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
年
収

３
０
０
万
円
以
下
の
後
期
高

齢
者
に
負
担
は
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
る

に
と
ど
ま
っ
た
。

会
議
員
に
要
請
し
た
。

　

川
条
志
嘉
議
員
（
自
民
・

衆
）
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
つ
い
て
「
党
議
拘
束

が
あ
る
た
め
に
、
廃
止
す
る

　

政
府
の
２
０
０
９
年
度
予

算
案
の
閣
議
決
定
を
前
に
し

た
12
月
11
日
、
協
会
は
、
①

社
会
保
障
費
自
然
増
２
２
０

０
億
円
削
減
の
撤
回
②
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
③

歯
科
の
低
診
療
報
酬
の
改
善

④
歯
科
の
保
険
適
用
範
囲
の

拡
大
⑤
介
護
保
険
へ
の
国
庫

負
担
の
増
額
と
介
護
報
酬
の

引
き
上
げ―

―

を
求
め
て
、

会
員
連
名
署
名
１
７
２
７
筆

分
（
会
員
比
45
・
９
％
）
を

厚
労
省
に
提
出
し
た
。

　

下
井
戸
昭
介
副
理
事
長
、

古
田
光
行
監
事
、
医
科
・
歯

科
両
協
会
事
務
局
５
人
が
、

衆
・
参
両
院
の
大
阪
選
出
国

要請書を受けとる川条志嘉議員（自民・衆、上）
と吉井英勝議員（共産・衆、下）

会
員
の
声
を
厚
労
省
に

国会行動

社
会
保
障
費
の
圧
縮
撤
回
求
め
要
請

「大阪33倍甘い」は不適切
読売ウイークリーに抗議文

北河内地区

医
院
経
営
考
え
る
懇
談
会

日
頃
の
疑
問
出
し
合
い
交
流

　

当
会
は
、
国
民
の
歯
科
医

療
改
善
と
開
業
歯
科
医
の
生

活
と
権
利
を
守
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
団
体

で
、
府
下
３
７
０
０
人
が
加

入
し
て
い
る
。
表
記
の
記
事

に
つ
い
て
、
会
員
か
ら
「
臨

床
現
場
の
声
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
不
見
識
な
記
事
だ
」

「
国
民
・
患
者
に
誤
解
を
与

え
る
」
な
ど
、
苦
情
や
抗
議

の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
下
記
に
主
要

な
問
題
点
を
指
摘
し
、
あ
わ

せ
て
記
事
の
訂
正
と
当
会
と

の
懇
談
を
要
望
す
る
。

医
療
費
の
適
正
給
付
と

高
査
定
率
は
比
例
し
な
い

　

記
事
中
で
取
り
上
げ
て
い

る
07
年
度
の
全
国
平
均
査
定

率
は
０
・
05
％
で
あ
る
か

ら
、
恐
ら
く
原
審
査
の
点
数

あ
た
り
の
査
定
率
を
指
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
原
審
査

と
は
、
医
療
機
関
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
レ
セ
プ
ト
の
一
次
審

査
の
こ
と
で
あ
る
。
結
論
か

ら
言
え
ば
、
査
定
率
が
高
い

こ
と
と
、
医
療
費
が
適
正
に

給
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
比

例
し
な
い
。

　

例
え
ば
、
医
療
機
関
か
ら

提
出
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
に
誤

り
が
少
な
い
場
合
や
、
医
療

機
関
に
レ
セ
プ
ト
が
返
戻
さ

れ
、
自
主
的
に
是
正
さ
れ
た

場
合
な
ど
も
査
定
率
は
低
く

な
る
。

　

記
事
中
で
も
大
阪
は
、
原

審
査
段
階
で
医
療
機
関
に
返

戻
す
る
件
数
が
多
い
こ
と
に

触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
会

に
も
疑
義
解
釈
に
関
す
る
電

話
相
談
は
年
に
３
０
０
０
件

を
超
え
る
程
で
、
医
療
関
係

団
体
に
よ
る
保
険
ル
ー
ル
の

周
知
の
機
会
も
多
い
と
自
負

し
て
い
る
。

抜
歯
を
行
っ
た
場
合
は
、
消

炎
手
術
の
算
定
が
認
め
ら
れ

ず
、
抜
歯
の
み
し
か
算
定
で

き
な
い
」
と
の
事
例
で
あ

る
。
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
も

誤
っ
た
神
奈
川
の
独
自
ル
ー

ル
の
存
在
を
認
め
、
是
正
さ

せ
る
旨
を
答
弁
し
て
い
る
。

独
自
ル
ー
ル
は
、
国
民
・
患

者
へ
の
正
当
な
医
療
提
供
を

混
乱
さ
せ
、
全
国
基
準
で
請

求
し
た
医
療
機
関
の
レ
セ
プ

ト
を
容
赦
な
く
査
定
す
る
物

差
し
と
な
っ
て
き
た
の
が
実

態
で
あ
る
。
取
材
相
手
の
意

見
を
十
分
検
証
し
て
い
れ
ば

把
握
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

支
払
基
金
は〝
削
り
屋
〞

で
は
な
い
。公
正
・
中
立
性

損
な
え
ば
社
会
的
な
損
失

　

記
事
の
末
尾
で
は
、
支
払

基
金
に
、
民
間
法
人
ら
し
く

「
競
争
原
理
」
で
査
定
率
を

上
げ
る
た
め
に
働
け
と
言
い

た
げ
だ
が
、
支
払
基
金
の
存

在
意
義
は
、
皆
保
険
制
度
を

公
正
で
中
立
な
審
査
と
安
定

し
た
支
払
・
決
裁
機
能
の
面

か
ら
支
え
る
公
共
性
に
あ

る
。

　

医
療
費
削
減
の
多
寡
を
も

っ
て
仕
事
ぶ
り
を
図
ろ
う
と

す
れ
ば
、
経
済
審
査
が
横
行

し
、
ひ
い
て
は
十
分
な
医
療

が
受
け
ら
れ
な
い
事
態
を
招

来
す
る
。
社
会
的
な
大
損
失

で
あ
る
。

　

最
後
に
読
売
新
聞
社
に

は
、
か
つ
て
黒
田
清
氏
や
大

谷
昭
宏
氏
を
輩
出
し
た
木
鐸

と
し
て
の
真
骨
頂
を
こ
そ
発

揮
さ
れ
、
大
道
を
歩
ま
れ
ん

こ
と
を
切
望
す
る
。
ま
た
、

記
事
訂
正
お
よ
び
懇
談
の
可

否
に
つ
い
て
の
回
答
、
上
記

に
対
す
る
当
面
す
る
反
論
・

意
見
等
を
書
面
で
寄
せ
ら
れ

た
い
。 

以
上

２
０
０
８
年
12
月
５
日

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

 

理
事
長　

伊
津　

進
弘

独
自
ル
ー
ル
で
国
民
へ
の

医
療
を
制
限
し
た
結
果

査
定
が
高
率
に

　

神
奈
川
と
大
阪
と
は
原
審

査
で
の
返
戻
件
数
に
差
は
な

い
と
疑
念
を
持
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
記
事
中
で
も

「『
歯
科
点
数
表
の
解
釈
』

な
ど
の
読
み
方
が
若
干
異
な

っ
て
い
た
」
と
基
金
本
部
長

の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い

る
よ
う
に
、
神
奈
川
県
に
は

厚
労
省
の
通
知
を
独
自
に
狭

く
解
釈
す
る
ル
ー
ル
が
影
響

し
て
い
る
。
国
会
で
も
そ
の

異
常
ぶ
り
が
問
題
に
さ
れ
て

い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

「
急
性
化
膿
性
疾
患
に
お
い

て
、
局
所
の
消
炎
を
目
的
と

し
て
消
炎
手
術
（
膿
瘍
の
切

開
等
）
を
行
い
、
後
日
、
急

性
症
状
消
退
後
に
原
因
歯
の

読売ウイークリー「歯科診療報酬大阪は神奈川より33倍甘い!!」

（11月30日号）の不適切な報道に抗議し訂正を求める　　　　

　

協
会
の
北
河
内
地
区
は
、

医
院
経
営
を
考
え
る
懇
談
会

を
12
月
６
日
、
枚
方
市
内
で

開
き
、
日
頃
の
疑
問
や
悩
み

も
に
、
地
域
の
医
療
・
福
祉

行
政
の
改
善
、
充
実
を
す
す

め
る
行
政
へ
の
働
き
か
け
を

重
視
し
２
次
医
療
圏
を
ベ
ー

ス
に
し
た
再
編
に
な
っ
た
。

聡
・
尾
立
源
幸･

高
嶋
良
充･

藤
原
正
司
、（
共
産･

参
）市
田

忠
義
、（
社
民･

衆
）
辻
元
清

美
、（
無
所
属･

衆
）西
村
真
悟

経営力アップの指標など話題提供する
佐飛氏（中央）＝12月６日、枚方市内

読
売
新
聞
本
社
に
送
っ
た
抗
議
文


